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東京電力ホールディングス株式会社 

1 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 
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先行審査プラントの記載との比較表（Ⅴ-3-別添 3-2-1 溢水への配慮が必要な施設の強度計算の方針） 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 概要 

本資料は，「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則」第 12 条及び

第 54 条並びにそれらの「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則

の解釈」に適合する設計とするため，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」

に基づき設計する溢水防護に関する施設が，溢水に対して構造健全性を有することを確

認するための強度計算方針について説明するものである。 

強度計算は，Ⅴ-1-1-9-1「溢水等による損傷防止の基本方針」に示す適用規格を用いて

実施する。 

各施設の具体的な計算の方法及び結果は，Ⅴ-3-別添 3-2-2「水密扉の強度計算書」，Ⅴ-

3-別添 3-2-3「水密扉付止水堰の強度計算書（溢水）」，Ⅴ-3-別添 3-2-4「止水堰の強度

計算書（溢水）」，Ⅴ-3-別添 3-2-5「床ドレンライン浸水防止治具の強度計算書（溢

水）」，Ⅴ-3-別添 3-2-6「貫通部止水処置の強度計算書（溢水）」に示す。 

 

 

2. 強度評価の基本方針  

強度評価は，「2.1 評価対象施設」に示す施設を対象として，「4. 荷重及び荷重の組

合せ並びに許容限界」で示す溢水による荷重と組み合わすべき他の荷重による組合せ荷

重又は応力が許容限界内にあることを「5. 強度評価方法」に示す評価方法により，

「6. 適用規格」に示す適用規格を用いて確認する。 

 

2.1 評価対象施設 

Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」にて設定している溢水防護に関する施

設を強度評価の対象施設とし，表 2－1に示す。 

表 2－1では，強度評価の対象施設が，津波又は溢水のどちらの事象を防護するための

施設であるかを明確に示す。また，表 2－1に示す施設のうち，津波防護に係る浸水防

止設備を兼ねるものは，溢水事象の静水圧（屋外タンク破損による溢水及び地下水）

に，津波事象の荷重として余震荷重等を考慮し強度評価することから，津波事象におけ

る強度評価に包絡できるため，これらの計算書は添付書類Ⅴ-3-別添 3-1「津波への配慮

が必要な施設の強度に関する説明書」にて示す。 

 

 

 

 

 

 

 

表現上の差異 

 

 

 

 

 

設備名称の差異 

 

 

 

 

 

 

 

表現上の差異 
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表 2－1 強度計算の対象施設と防護する事象 

強度計算の対象施設 事象 

津波 溢水 

水
密
扉 

タービン建屋地下 2 階北西階段室 水密扉 ○ ○ 

タービン補機冷却水系熱交換器・ポンプ室 水密扉 1 ○ ○ 

タービン補機冷却水系熱交換器・ポンプ室 水密扉 2 ○ ○ 

タービン補機冷却水系熱交換器・ポンプ室 水密扉 3 ○ ○ 

建屋間連絡水密扉（タービン建屋地下 2 階～配管トレン

チ） 
○ ○ 

原子炉補機冷却水系（C 系）熱交換器・ポンプ室 水密扉 ○ ○ 

循環水配管，電解鉄イオン供給装置室 水密扉 1 ○ ○ 

循環水配管，電解鉄イオン供給装置室 水密扉 2 ○ ○ 

タービン建屋地下中 2 階南西階段室 水密扉 ○ ○ 

タービン建屋地下中 2 階北西階段室 水密扉 ○ ○ 

計装用圧縮空気系・所内用圧縮空気系空気圧縮機室 水密

扉 
○ ○ 

循環水配管メンテナンス室 水密扉 1 ○ ○ 

循環水配管メンテナンス室 水密扉 2 ○ ○ 

原子炉補機冷却水系（B 系）熱交換器・ポンプ室 水密扉 ○ ○ 

原子炉補機冷却水系（A 系）熱交換器・ポンプ室 水密扉 2 ○ ○ 

上記以外の水密扉 － ○ 

水密扉付止水堰 － ○ 

溢水伝播防止堰 － ○ 

管理区域外伝播防止堰 － ○ 

床ドレンライン浸水防止治具（タービン建屋） ○ ○ 

床ドレンライン浸水防止治具（原子炉建屋，コントロール建屋，廃

棄物処理建屋） 
－ ○ 

貫通部止水処置（タービン建屋） ○ ○ 

貫通部止水処置（原子炉建屋，コントロール建屋，廃棄物処理建

屋） 
－ ○ 
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2.2 評価方針  

溢水防護に係る施設は，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」の「3. 要求

機能及び性能目標」で設定している構造強度設計上の性能目標を達成するため，「2.1 

評価対象施設」で分類した施設ごとに，浸水防止に関する強度評価を実施する。 

 

3. 構造強度設計 

「2.1 評価対象施設」で設定されている施設が，構造強度設計上の性能目標を達成す

るよう，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」の「3. 要求機能及び性能目

標」で設定している各施設が有する機能を踏まえて，構造強度の設計方針を設定する。 

各施設の構造強度の設計方針を設定し，想定する荷重及び荷重の組合せを設定し，それ

らの荷重に対し，各施設の構造強度を維持するよう構造設計と評価方針を設定する。 

 

 

3.1 構造強度の設計方針 

Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」の「3. 要求機能及び性能目標」で設

定している構造強度上の性能目標を達成するための設計方針を「2.1 評価対象施設」

ごとに示す。  

 

(1) 水密扉  

水密扉は，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」の「3. 要求機能及び性能

目標」の「3.1.3 性能目標」で設定している構造強度設計上の性能目標を踏まえ，発

生を想定する溢水による静水圧荷重に対して，主要な構造部材が構造健全性を維持する

設計とする。 

 

 

 

(2) 水密扉付止水堰  

水密扉付止水堰は，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」の「3. 要求機能

及び性能目標」の「3.1.3 性能目標」で設定している構造強度設計上の性能目標を踏

まえ，発生を想定する溢水による静水圧荷重に対して，止水性の維持を考慮して，主要

な構造部材が構造健全性を維持する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

表現上の差異 
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表現上の差異 

 

 

 

 

表現上の差異 

 

 

 

強度計算書の方針のため耐震に関する

記載を削除 
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(3) 溢水伝播防止堰 

溢水伝播防止堰は，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」の「3. 要求機能

及び性能目標」の「3.1.3 性能目標」で設定している構造強度設計上の性能目標を踏

まえ，発生を想定する溢水による静水圧荷重に対して，止水性の維持を考慮して，主要

な構造部材が構造健全性を維持する設計とする。 

 

 

 

(4) 管理区域外伝播防止堰（放射性廃棄物の廃棄施設と一部兼用） 

管理区域外伝播防止堰は，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」の「3. 要

求機能及び性能目標」の「3.1.3 性能目標」で設定している構造強度設計上の性能目

標を踏まえ，管理区域内で発生を想定する溢水による静水圧荷重に対して，主要な構造

部材が構造健全性を維持する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 床ドレンライン浸水防止治具  

床ドレンライン浸水防止治具は，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」の

「3. 要求機能及び性能目標」の「3.1.3 性能目標」で設定している構造強度設計上

の性能目標を踏まえ，発生を想定する溢水による静水圧荷重に対して，止水性の維持を

考慮して，主要な構造部材が構造健全性を維持する設計とする。  

 

(6) 貫通部止水処置  

貫通部止水処置は，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」の「3. 要求機能

及び性能目標」の「3.1.3 性能目標」で設定している構造強度設計上の性能目標を踏

 

 

 

 

 

 

 

表現上の差異 

 

 

強度計算書の方針のため耐震に関する

記載を削除 

 

 

 

 

強度評価において，耐震重要度分類に

よる評価条件に差が無いことから記載

を削除 

強度計算書の方針のため耐震に関する

記載を削除 

 

 

 

 

 

 

表現上の差異 

 

 

強度計算書の方針のため耐震に関する

記載を削除 

 

表現上の差異 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

5 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

  

   

 

 

 

  

 

  

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

まえ，発生を想定する溢水による静水圧荷重に対して，モルタル及び閉止板（鉄板，フ

ラップゲート）による施工は，止水性の維持を考慮して，止水性の維持を考慮して，主

要な構造部材が構造健全性を維持する設計とする。 

また，ブーツ及びシール材による施工は，止水性の維持を考慮して，有意な漏えいを生

じない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 機能維持の方針  

Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」の「3. 要求機能及び性能目標」で設

定している構造強度設計上の性能目標が達成されるよう，「3.1 構造強度の設計方針」

に示す構造を踏まえ，「4.1 荷重及び荷重の組合せ」で設定している荷重条件を適切に

考慮して，各施設の構造設計及びそれを踏まえた評価方法を設定する。  

 

(1) 水密扉  

a. 構造設計  

水密扉は，「3.1 構造強度の設計方針」で設定している設計方針及び「4.1 荷重及び

荷重の組合せ」で設定している荷重を踏まえ，以下の構造とする。 

水密扉は，鋼製の板材を主体構造とし，周囲の開口部との間に設置した鋼製の扉枠を建

屋の床及び壁にアンカーボルトで固定し,支持する構造とする。 

また，作用する荷重については，面内及び面外方向から作用し，扉板，芯材，締付装

置，及び扉枠に伝わり，アンカーボルトを介して周囲の建屋の床及び壁に伝達する構造

とする。  

水密扉の設置位置を表 3.2-1 に示す。また，水密扉の構造計画を表 3.2-2 に示す。 
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b. 評価方針 

水密扉は，「a. 構造設計」を踏まえ，以下の強度評価方針とする。  

水密扉は，発生を想定する溢水による静水圧荷重に対して，水密扉の評価対象部位が，

おおむね弾性状態にとどまることを計算により確認する。 
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表 3.2－1 設置位置（水密扉）（1／18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 
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表 3.2－1 設置位置（水密扉）（2／18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 
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表 3.2－1 設置位置（水密扉）（3／18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 
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表 3.2－1 設置位置（水密扉）（4／18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

11 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－1 設置位置（水密扉）（5／18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

12 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－1 設置位置（水密扉）（6／18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

13 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－1 設置位置（水密扉）（7／18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

14 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－1 設置位置（水密扉）（8／18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

x0080543
四角形



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

15 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－1 設置位置（水密扉）（9／18） 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

16 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－1 設置位置（水密扉）（10／18） 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

17 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－1 設置位置（水密扉）（11／18） 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

18 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－1 設置位置（水密扉）（12／18） 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

19 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－1 設置位置（水密扉）（13／18） 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

20 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－1 設置位置（水密扉）（14／18） 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

x0080543
四角形



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

21 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 表 3.2－1 設置位置（水密扉）（15／18） 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

22 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－1 設置位置（水密扉）（16／18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

23 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－1 設置位置（水密扉）（17／18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

24 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－1 設置位置（水密扉）（18／18） 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

25 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

表 3.2－2 構造計画（水密扉）（1／1）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

26 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

27 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 水密扉付止水堰  

a. 構造設計  

水密扉付止水堰は，「3.1 構造強度の設計方針」で設定している設計方針及び「4.1 

荷重及び荷重の組合せ」で設定している荷重を踏まえ，以下の構造とする。 

水密扉付止水堰は，水密扉部と止水堰部で構成される。 

水密扉部は,鋼製の板材を主体構造とし，周囲の開口部との間に設置した鋼製の扉枠を

建屋の床及び壁にアンカーボルトで固定し,支持する構造とする。 

止水堰部の鋼製堰は，鋼製板，芯材及びアンカーボルトを主体構造とし，既設コンクリ

ートを基礎として，アンカーボルトで固定し支持する構造とする。 

水密扉部に作用する荷重については，面内及び面外方向から作用し，扉板，芯材，締付

装置，及び扉枠に伝わり，アンカーボルトを介して周囲の建屋の床及び壁に伝達する構

造とする。 

止水堰部に作用する荷重については，鋼製堰に作用し，アンカーボルトを介し，既設コ

ンクリートに伝達する構造とする。 

水密扉付止水堰の設置位置を表 3.2－3 に示す。また，水密扉付止水堰の構造計画を表

3.2-4 に示す。 

 

b. 評価方針 

水密扉付止水堰は，「a. 構造設計」を踏まえ，以下の強度評価方針とする。  

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対して，水密扉付止水堰の評価対象部位に作用

する応力が，おおむね弾性状態にとどまることを計算により確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

28 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－3 設置位置（水密扉付止水堰）（1／2） 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

29 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－3 設置位置（水密扉付止水堰）（2／2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

30 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－4 構造計画（水密扉付止水堰）（1／1） 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

31 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 溢水伝播防止堰 

a. 構造設計  

溢水伝播防止堰は，「3.1 構造強度の設計方針」で設定している設計方針及び「4.1 

荷重及び荷重の組合せ」で設定している荷重を踏まえ，以下の構造とする。  

溢水伝播防止堰は，鋼製堰及び鉄筋コンクリート製堰に分類できる。  

溢水伝播防止堰のうち鋼製堰は，鋼製板，芯材及びアンカーボルト等を主体構造とし，

既設コンクリートを基礎として，アンカーボルトで固定し支持する構造とする。また，

作用する荷重については，鋼製堰に作用し，アンカーボルトを介し，既設コンクリート

に伝達する構造とする。 

溢水伝播防止堰のうち鉄筋コンクリート製堰は，鉄筋コンクリート，アンカー筋又はア

ンカーボルトを主体構造とし，既設コンクリートを基礎として，アンカー筋又はアンカ

ーボルトで固定し，支持する構造とする。また，作用する荷重については，鉄筋コンク

リート製の堰に作用し，アンカー筋を介し，既設コンクリートに伝達する構造とする。 

溢水伝播防止堰の設置位置を表 3.2－5 に示す。また，溢水伝播防止堰の構造計画を表

3.2－6 に示す。 

 

 

 

 

b. 評価方針  

溢水伝播防止堰は，「a. 構造設計」を踏まえ，以下の強度評価方針とする。  

溢水伝播防止堰は，発生を想定する溢水による静水圧荷重に対して，溢水伝播防止堰の

評価対象部位に作用する応力が，おおむね弾性状態とどまることを計算により確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現上の差異（名称の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

32 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

 

 

表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（1／15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

33 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

 

 

表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（2／15） 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

34 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（3／15） 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

35 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

 

 

 

表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（4／15） 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

36 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（5／15） 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

37 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（6／15） 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

38 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（7／15） 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

39 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（8／15） 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

40 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（9／15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

41 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（10／15） 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

42 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（11／15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

43 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（12／15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

44 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（13／15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

45 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（14／15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

46 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（15／15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

47 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

 

表 3.2－6 構造計画(溢水伝播防止堰）（1／3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

48 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－6 構造計画(溢水伝播防止堰）(2／3） 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

49 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－6 構造計画(溢水伝播防止堰）(3／3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

50 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 管理区域外伝播防止堰  

a. 構造設計 

管理区域外伝播防止堰は，「3.1 構造強度の設計方針」で設定している設計方針及び

「4.1 荷重及び荷重の組合せ」で設定している荷重を踏まえ，以下の構造とする。 

管理区域外伝播防止堰は，鋼製堰及び鉄筋コンクリート製堰に分類できる。 

管理区域外伝播防止堰のうち鋼製堰は，鋼製板，芯材及びアンカーボルト等を主体構造

とし，既設コンクリートを基礎として，アンカーボルトで固定し支持する構造とする。

また，作用する荷重については，鋼製堰に作用し，アンカーボルトを介し，既設コンク

リートに伝達する構造とする。 

管理区域外伝播防止堰のうち鉄筋コンクリート製堰は，鉄筋コンクリート，アンカー筋

又はアンカーボルトを主体構造とし，既設コンクリートを基礎として，アンカー筋又は

アンカーボルトで固定し，支持する構造とする。また，作用する荷重については，鉄筋

コンクリート製の堰に作用し，アンカー筋を介し，既設コンクリートに伝達する構造と

する。 

管理区域外伝播防止堰の設置位置を表 3.2－7 に示す。また，管理区域外伝播防止堰の

構造計画を表 3.2－8 に示す。 

  

b. 評価方針  

管理区域外伝播防止堰は，「a. 構造設計」を踏まえ，以下の強度評価方針とする。  

管理区域外伝播防止堰は，発生を想定する溢水による静水圧荷重に対して，管理区域外

伝播防止堰の評価対象部位に作用する応力がおおむね弾性状態にとどまることを計算に

より確認する。 

 

 

設計の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

51 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

  

 

 

 

 

 

 

表 3.2－7 設置位置(管理区域外伝播防止堰)（1／2） 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

52 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

表 3.2－7 設置位置(管理区域外伝播防止堰)（2／2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

53 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

 

 

 

表 3.2－8 構造計画(管理区域外伝播防止堰)（1／2） 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

54 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－8 構造計画(管理区域外伝播防止堰)（2／2） 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

55 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

  

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

(5) 床ドレンライン浸水防止治具  

a. 構造設計  

床ドレンライン浸水防止治具は，フロート式治具，スプリング式治具，閉止キャップ及

び閉止栓があり，「3.1 構造強度の設計方針」で設定している設計方針及び「4.1 荷

重及び荷重の組合せ」で設定している荷重を踏まえ，以下の構造とする。  

フロート式治具は，弁本体，フロート及びフロートガイドを主体構造とし，荷重が作用

した場合でもフロート式治具が動かないように床面設置の床ドレン配管のねじ切り部に

直接ねじ込み固定する構造もしくは，台座と取付金具を接着剤で取付け，本体フランジ

に取付金具をボルトにて固定し，支持する構造とする。また，作用する荷重は，フロー

ト式治具に作用し，ねじ込みまたは接着剤で固定した部分を介して建物内の床面に伝達

する構造とする。 

スプリング式治具は，弁本体，弁体及び弁体を弁座に導くガイドを主体構造とし，荷重

が作用した場合でもスプリング式治具が動かないように床面設置の床ドレン配管のねじ

切り部に直接ねじ込み固定する構造もしくは，台座と取付金具を接着剤で取付け，本体

フランジに取付金具をボルトにて固定し，支持する構造とする。また，作用する荷重

は，スプリング式治具に作用し，ねじ込みまたは接着剤で固定した部分を介して建物内

の床面に伝達する構造とする。 

閉止キャップは，閉止キャップを主体構造とし，荷重が作用した場合でも閉止キャップ

が動かないように床面設置の床ドレン配管にねじ込み固定し，支持する構造とする。ま

た，作用する荷重は，閉止キャップに作用し，ねじ込みで固定した部分を介して建物内

の床面に伝達する構造とする。 

閉止栓は，閉止栓を主体構造とし，荷重が作用した場合でも閉止栓が動かないように床

面設置の床ドレン配管にゴムの圧着により固定し，支持する構造とする。また，作用す

る荷重は，閉止栓に作用し，ゴムの圧着で固定した部分を介して建物内の床面に伝達す

る構造とする。 

床ドレンライン浸水防止治具の設置位置を表 3.2－9 に示す。また，構造計画を表 3.2－

10 に示す。 

 

b. 評価方針  

床ドレンライン浸水防止治具は，「a. 構造設計」を踏まえ，以下の強度評価方針とす

る。 

床ドレンライン浸水防止治具は発生を想定する溢水による静水圧に対して，床ドレンラ

イン浸水防止治具の評価対象部位に作用する応力がおおむね弾性状態にとどまることを

確認する。 

 

 

 

 

設計の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現上の差異 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

56 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－9 設置位置(床ドレンライン浸水防止治具) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

57 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－10 構造計画(床ドレンライン浸水防止治具)（1/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

58 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－10 構造計画(床ドレンライン浸水防止治具)（2/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

59 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－10 構造計画(床ドレンライン浸水防止治具)（3/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

60 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

  

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 貫通部止水処置  

a. 構造設計  

貫通部止水処置は，「3.1 構造強度の設計方針」で設定している設計方針及び「4.1 

荷重及び荷重の組合せ」で設定している荷重を踏まえ，以下の構造とする。  

貫通部止水処置は，建屋内の壁又は床面の貫通口と貫通物の隙間をシール材，ブーツ，

閉止板（鉄板，フラップゲート）及びモルタルにより止水する構造とする。 

 

 

 

また，作用する荷重については，受圧面へ全面的に作用した場合に，止水処置部全体へ

伝達する構造とする。 

貫通部止水処置の設置位置を表 3.2－11 に示す。また，構造計画を表 3.2－12 に示す。

なお，貫通部止水処置の選定については，図 3－1に示す貫通部止水処置の選定フロー

による。  

 

b. 評価方針  

貫通部止水処置は，「a. 構造設計」を踏まえ，以下の強度評価方針とする。  

貫通部止水処置は，発生を想定する溢水による静水圧に対して，建屋内の貫通口と貫通

物のすき間に施工するシール材及びブーツが，有意な漏えいが生じないことを，発生を

想定する溢水による静水圧が水圧試験で確認した水圧以下であることを確認する。ま

た，閉止板（鉄板，フラップゲート）及びモルタルによる止水処置については，発生を

想定する溢水による静水圧荷重に対し，おおむね弾性状態にとどまることを計算により

確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

61 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

 

表 3.2－11 設置位置（貫通部止水処置)（1／12） 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

62 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

 

表 3.2－11 設置位置(貫通部止水処置)（2／12） 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

63 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

 

 

 

表 3.2－11 設置位置(貫通部止水処置)（3／12） 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

64 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

 

 

表 3.2－11 設置位置(貫通部止水処置)（4／12） 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

65 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－11 設置位置(貫通部止水処置)（5／12） 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

66 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－11 設置位置貫通部止水処置)（6／12） 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

67 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－11 設置位置(貫通部止水処置)（7／12） 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

68 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－11 設置位置(貫通部止水処置)（8／12） 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

69 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－11 設置位置(貫通部止水処置)（9／12） 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

70 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－11 設置位置(貫通部止水処置)（10／12） 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

71 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－11 設置位置(貫通部止水処置)（11／12） 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

72 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－11 設置位置(貫通部止水処置)（12／12） 

 

 

 

 

 

 

プラント固有条件の差異（配置の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

73 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

表 3.2－12 構造計画(貫通部止水処置)（1／3） 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

74 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－12 貫通部止水処置の構造計画（2／3） 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

75 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－12 貫通部止水処置の構造計画（3／3） 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

76 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－1 貫通部止水処置の選定フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

77 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

  

  

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

78 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

  

 

  

 

  

  

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 荷重及び荷重の組合せ並びに許容限界  

溢水防護に係る施設の強度評価に用いる荷重及び荷重の組合せを以下の「4.1 荷重及

び荷重の組合せ」に，許容限界を「4.2 許容限界」に示す。 

 

4.1 荷重及び荷重の組合せ 

(1) 荷重の種類 

a. 自重（Ｄ） 

常時作用する荷重は，自重とする。 

 

b. 溢水による静水圧荷重（Ｐｈ） 

発生を想定する溢水による静水圧荷重は，各施設の設置位置における溢水水位から算出

した施設の溢水水位を用いて設計用の静水圧荷重（動水圧は考慮しない）として算出す

る。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現上の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

79 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 荷重の組合せ 

溢水防護に係る施設の強度評価では，発生を想定する溢水による静水圧荷重（Ｐｈ）

を考慮する。 

 

 

表 4－1 溢水防護に係る施設の荷重の組合せ 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

80 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a. 溢水による静水圧荷重（Ｐｈ） 

溢水による静水圧荷重（Ｐｈ）は，次式を用いて算出する。なお，荷重の算出に用いる 

密度（ρ）は，想定される溢水源から純水又は海水とする。 

溢水による動水圧荷重の説明図を図 4-1 に，強度評価に用いる溢水の密度を表 4-2 に示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2 溢水による静水圧荷重の説明図 

 

 

設計の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

81 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

  

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

表 4-2 強度評価に用いる溢水の密度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

溢水の性状 溢水の密度(kg/m3) 
純水 1000 
海水 1030 

設計の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

82 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

83 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

4.2 許容限界  

許容限界は，溢水による静水圧荷重を考慮した施設ごとの構造強度設計上の性能目標

及び機能維持の評価方針を踏まえて，評価対象部位ごとに設定する。  

「4.1 荷重及び荷重の組合せ」で設定している荷重及び荷重の組合せを含めた，施設

ごとの評価対象部位における許容限界を表 4－3に示す。  

各施設の許容限界の詳細は，各計算書で評価対象部位の機能損傷モードを踏まえ評価項

目を選定し，評価対象部位ごとに許容限界を設定する。  

 

 

4.2.1 施設ごとの評価対象部位における許容限界  

(1) 水密扉  

水密扉の許容限界は，構造強度設計上の性能目標及び機能維持の評価方針を踏まえ評価 

対象部位ごとに設定する。 

 

a. 扉板，芯材及び締付装置部 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，構造部材の健全性を維持する設計とする

ために，扉板，芯材及び締付装置部が，おおむね弾性状態にとどまることを計算により

確認する評価方針としていることを踏まえ，「鋼構造設計規準-許容応力度設計法-((社)

日本建築学会,2005 改定)」を踏まえた短期許容応力度を許容限界として設定する。 

 

 

 

 

b. アンカーボルト  

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，構造部材の健全性を維持する設計とする

ために，アンカーボルトが，おおむね弾性状態にとどまることを計算により確認する評

価方針としていることを踏まえ，「各種合成構造設計指針・同解説（（社）日本建築学

会，2010 改定）」に基づき算定し，許容限界として設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現上の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

84 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

(2) 水密扉付止水堰 

a. 水密扉部 

(a) 扉板，芯材及び締付装置部 

 発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，構造部材の健全性を維持する設計とす

るために，扉板，芯材及び締付装置部の構造部材が，おおむね弾性状態にとどまること

を確認する評価方針としていることを踏まえ，「鋼構造設計規準-許容応力度設計法-

((社)日本建築学会,2005 改定)」を踏まえた短期許容応力度を許容限界として設定す

る。 

 

(b) アンカーボルト 

 発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，構造部材の健全性を維持する設計とす

るために，アンカーボルトが，おおむね弾性状態にとどまることを確認する評価方針と

していることを踏まえ，「各種合成構造設計指針・同解説（（社）日本建築学会，2010 改

定）」に基づき算定し，許容限界として設定する。 

b. 止水堰部 

(a) 鋼製板及び芯材 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，構造部材の健全性を維持する設計とす

るために，鋼製板及び芯材の構造部材が，おおむね弾性状態にとどまることを確認する

評価方針としていることを踏まえ，「鋼構造設計規準-許容応力度設計法-((社)日本建築

学会,2005 改定)」を踏まえた短期許容応力度を許容限界として設定する。 

 

(b) アンカーボルト 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，構造部材の健全性を維持する設計とす

るために，アンカーボルトが，おおむね弾性状態にとどまることを確認する評価方針と

していることを踏まえ，「各種合成構造設計指針・同解説（（社）日本建築学会，2010 改

定）」に基づき算定し，許容限界として設定する。 

 

(3) 溢水伝播防止堰 

溢水伝播防止堰の許容限界は，構造強度設計上の性能目標及び機能維持の評価方針を踏

まえ評価対象部位ごとに設定する。 

 

a. 鋼製板及び止水板 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，構造部材の健全性を維持する設計とする

ために，鋼製板及び止水板が，おおむね弾性状態にとどまることを確認する評価方針と

していることを踏まえ，「鋼構造設計規準-許容応力度設計法-((社)日本建築学会,2005

改定)」を踏まえた短期許容応力度を許容限界として設定する。 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

85 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

b. コンクリート，アンカー筋及び縦筋  

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，構造部材の健全性を維持する設計とする

ために，コンクリート，アンカー筋及び縦筋の構造部材が，おおむね弾性状態にとどま

ることを確認する評価方針としていることを踏まえ，コンクリートについては「鉄筋コ

ンクリート構造計算規準・同解説-許容応力度設計法-」（（社）日本建築学会，1999 年改

定）を踏まえた短期許容応力度を許容限界とし，アンカー筋及び縦筋については「各種

合成構造設計指針・同解説（（社）日本建築学会，2010 改定）」に基づき算定し，許容限

界として設定する。  

 

 

 

 

c. 梁材，柱材及びベースプレート 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，構造部材の構造健全性を維持する設計と

するために，梁材，柱材及びベースプレートが，おおむね弾性状態にとどまることを計

算により確認する評価方針としていることを踏まえ，「鋼構造設計規準－許容応力度設

計法－」（（社）日本建築学会，2005 年改定）における短期許容応力度を許容限界として

設定する。 

 

 

 

d. アンカーボルト  

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，構造部材の健全性を維持する設計とする

ために，アンカーボルトが，おおむね弾性状態にとどまることを計算により確認する評

価方針としていることを踏まえ，「各種合成構造設計指針・同解説（（社）日本建築学

会，2010 改定）」に基づき算定し，許容限界として設定する。 

 

 

 

 

 

(4) 管理区域外伝播防止堰  

管理区域外伝播防止堰の許容限界は，構造強度設計上の性能目標及び機能維持の評価方

針を踏まえ評価対象部位ごとに設定する。 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

86 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

a. 鋼製板 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，構造部材の健全性を維持する設計とする

ために，鋼製板が，おおむね弾性状態にとどまることを確認する評価方針としているこ

とを踏まえ，許容限界は，「鋼構造設計規準-許容応力度設計法-((社)日本建築学

会,2005 改定)」を踏まえた，短期許容応力度を許容限界として設定する。 

 

b. コンクリート，アンカー筋及び縦筋  

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，構造部材の健全性を維持する設計とする

ために，コンクリート，アンカー筋及び縦筋の構造部材が，おおむね弾性状態にとどま

ることを確認する評価方針としていることを踏まえ，コンクリートについては「鉄筋コ

ンクリート構造計算規準・同解説-許容応力度設計法-」（（社）日本建築学会，1999 年改

定）を踏まえた短期許容応力度を許容限界とし，アンカー筋及び縦筋については「各種

合成構造設計指針・同解説（（社）日本建築学会，2010 改定）」に基づき算定し，許容限

界として設定する。  

 

 

 

 

c. アンカーボルト  

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，構造部材の健全性を維持する設計とする

ために，アンカーボルトが，おおむね弾性状態にとどまることを確認する評価方針とし

ていることから，許容限界は，「各種合成構造設計指針・同解説（（社）日本建築学会，

2010 改定）」に基づき算定し，許容耐力として設定する。 

 

(5) 床ドレンライン浸水防止治具  

床ドレンライン浸水防止治具の許容限界は，構造強度設計上の性能目標及び機能維持の

評価方針を踏まえ評価対象部位ごとに設定する。 

 

a. フロート式治具 

(a) 弁本体及びフロートガイド 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，構造部材の健全性を維持する設計とする

ために弁本体及びフロートガイドの構造部材が，おおむね弾性状態にとどまることを確

認する評価方針としていることから，発電用原子力設備規格 設計・建設規格（2005 年

度版(2007 年追補版を含む)）＜第Ⅰ編 軽水炉規格＞ ＪＳＭＥ Ｓ ＮＣ1－2005/2007」

（日本機械学会）に準じた供用状態 Cの許容応力（許容応力ⅢＡＳ）を許容限界として

設定する。 

設備構成の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

87 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

    

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) フロート及び取付部 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，構造部材の健全性を保持する設計とする

ためにフロート及び取付部がおおむね弾性状態にとどまることを確認する評価方針とし

ていることから，水圧試験で確認した水圧を許容限界として設定する。 

 

 

 

 

b. スプリング治具 

(a) 弁本体・ガイド，ばねガイド，弁体 

  発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，構造部材の健全性を保持する設計と

するために弁本体・ガイド，ばねガイド，弁体の構造部材が，おおむね弾性状態にとど

まることを確認する評価方針としていることから，許容限界は，「発電用原子力設備規

格 設計・建設規格（2005 年度版(2007 年追補版を含む)）＜第Ⅰ編 軽水炉規格＞ ＪＳ

ＭＥ Ｓ ＮＣ1－2005/2007」（日本機械学会）に準じた供用状態 Cの許容応力（許容応

力ⅢＡＳ）を許容限界として設定する。 

 

(b) 弁体，取付部 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，構造部材の健全性を保持する設計とする

ために弁体及び取付部がおおむね弾性状態にとどまることを確認する評価方針としてい

ることから，水圧試験で確認した水圧を許容限界として設定する。 

 

c. 閉止キャップ 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，有意な漏えいが生じないことを確認する

評価方針としていることから，水圧試験で確認した水圧を許容限界として設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

88 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d. 閉止栓 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，有意な漏えいが生じないことを確認する

評価方針としていることから，水圧試験で確認した水圧を許容限界として設定する。 

 

(6) 貫通部止水処置  

貫通部止水処置の許容限界は，構造強度設計上の性能目標及び機能維持の評価方針を踏

まえ評価対象部位ごとに設定する。 

 

a. シール材 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，貫通口と貫通物の隙間に施工するシール

材が，有意な漏えいが生じないことを確認する評価方針としていることから，水圧試験

で確認した水圧を許容限界として設定する。 

b. ブーツ 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，貫通口と貫通物の隙間に施工するブーツ

が，有意な漏えいが生じないことを確認する評価方針としていることから，水圧試験で

確認した水圧を許容限界として設定する。 

 

 

c. モルタル 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，貫通口と貫通物の隙間に施工するモルタ

ルが，おおむね弾性状態にとどまることを確認する評価方針としていることから，許容

限界は，「コンクリート標準示方書［構造性能照査編］」（（社）土木学会，2002 年制定）

に基づき算定し，許容付着荷重として設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

89 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d. 鉄板 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，貫通口または貫通口と貫通物の隙間に施

工する鉄板が，おおむね弾性状態にとどまることを確認する評価方針としていることか

ら，許容限界は，「発電用原子力設備規格 設計・建設規格（2005 年度版(2007 年追補版

を含む)）＜第Ⅰ編 軽水炉規格＞ ＪＳＭＥ Ｓ ＮＣ1－2005/2007」（日本機械学会）に

準じた供用状態 Cの許容応力（許容応力状態ⅢＡＳ）を設定する。 

 

e. フラップゲート 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，空調ダクト開口部に施工するフラップゲ

ートが，おおむね弾性状態にとどまることを確認する評価方針としていることから，フ

ラップゲートのアンカーボルトの許容限界は，「各種合成構造設計指針・同解説（（社）

日本建築学会，2010 改定）」に基づき算出し，許容耐力として設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

90 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

 

 

 

 

表 4－3 施設ごとの評価対象部位の許容限界（1／5） 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

91 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

 

表 4－3 施設ごとの評価対象部位の許容限界（2／5） 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

92 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4－3 施設ごとの評価対象部位の許容限界(3／5) 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

93 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4－3 施設ごとの評価対象部位の許容限界(4／5) 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

94 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4－3 施設ごとの評価対象部位の許容限界(5／5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

95 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

96 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

  

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2.2 許容限界設定方法 

(1) モルタルの許容限界式 

a. 記号の定義 

モルタルの許容限界式に用いる記号を，表 4-4 に示す。 

 

表 4-4 モルタルの許容限界式に用いる記号 

 

b. 許容限界式 

「コンクリート標準示方書（構造性能照査編）」（（社）土木学会，2002 年改定）より，

貫通物がせん断荷重を受ける場合のモルタルの許容付着荷重を求める式を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差異なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

97 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

5. 強度評価方法 

評価手法は，以下に示す解析法により，適用性に留意の上，規格及び基準類や既往の文

献において適用が妥当とされる手法に基づき実施することを基本とする。 

・定式化された評価式を用いた解析法 

 

5.1 水密扉 

(1) 評価方針 

水密扉の評価を行う場合，以下の条件に従うものとする。  

a. 構造上の特徴，発生を想定する溢水による静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を考

慮し，評価部位を設定する。  

 

b. 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定する溢水による静水圧荷重を考慮し，評価さ

れる最大荷重を設定する。 

c. 評価に用いる寸法については，公称値とする。 

 

(2) 評価対象部位 

評価対象部位及び評価内容を表 5－1 に示す。 

 

 

表 5－1 評価対象部位及び評価内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差異なし 

 

 

 

 

 

 

設計の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

98 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 強度評価方法  

強度計算の方法及び結果については，Ⅴ-3-別添 3-2-2「水密扉の強度計算書（溢水）」

に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

99 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

100 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

101 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

 

  

 

 

  

 

  

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

102 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

  

 

  

 

  

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

103 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

  

  

 

 

  

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

104 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2 水密扉付止水堰 

(1) 評価方針 

水密扉止水堰の評価を行う場合，以下の条件に従うものとする。  

a. 構造上の特徴，発生を想定する溢水による静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を考

慮し，評価部位を設定する。  

b. 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定する溢水による静水圧荷重を考慮し，評価さ

れる最大荷重を設定する。  

c. 評価に用いる寸法については，公称値とする。 

 

(2) 評価対象部位 

評価対象部位及び評価内容を表 5－2に示す。 

 

表 5－2 評価対象部位及び評価内容 

 

(3) 強度評価方法  

強度計算の方法及び結果については，Ⅴ-3-別添 3-2-3「水密扉付止水堰の強度計算書」

に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

105 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

  

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3 溢水伝播防止堰 

(1) 評価方針 

溢水伝播防止堰の評価を行う場合，以下の条件に従うものとする。 

a. 構造上の特徴，発生を想定する溢水による静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を考

慮し，評価部位を設定する。  

b. 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定する溢水による静水圧荷重を考慮し，評価さ

れる最大荷重を設定する。  

c. 評価に用いる寸法については，公称値とする。 

 

(2) 評価対象部位 

評価対象部位及び評価内容を表 5－3 に示す。 

 

表 5－3 評価対象部位及び評価内容 

 

 

(3) 強度評価方法 

 強度計算の方法及び結果については，Ⅴ-3-別添 3-2-4「止水堰の強度計算書」に示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

106 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

107 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

  

 

  

  

   

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

108 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

109 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

  

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

   

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

110 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

111 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

112 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

113 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

  

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

114 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

  

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

115 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

  

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.4 管理区域外伝播防止堰 

(1) 評価方針  

管理区域外伝播防止堰の評価を行う場合，以下の条件に従うものとする。 

a. 構造上の特徴，発生を想定する溢水による静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を考

慮し，評価部位を設定する。  

b. 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定する溢水による静水圧荷重を考慮し，評価さ

れる最大荷重を設定する。  

c. 評価に用いる寸法については，公称値とする。 

 

(2) 評価対象部位 

評価対象部位及び評価内容を表 5－4 に示す。 

 

表 5－4 評価対象部位及び評価内容 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

116 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

  

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

(3) 強度評価方法   

強度計算の方法及び結果については，Ⅴ-3-別添 3-2-4「止水堰の強度計算書」に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

117 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

  

  

   

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

118 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

 

  

 

 

  

 

  

  

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

119 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

  

 

  

   

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.5 床ドレンライン浸水防止治具に関する評価式  

(1) フロート式治具 

a. 評価方針  

フロート式治具の評価を行う場合，以下の条件に従うものとする。  

(a) 構造上の特徴，発生を想定する溢水による静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を

考慮し，評価部位を設定する。  

(b) 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定する溢水による静水圧荷重を考慮し，評価

される最大荷重を設定する。  

(c) 評価に用いる寸法については，公称値とする。  

 

 

 

b. 評価部位  

     評価部位及び評価内容を表 5.5－1 に示す。 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

120 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

表 5.5－1 評価部位及び評価内容 

 

 

 

c. 強度評価方法   

強度計算の方法及び結果については，Ⅴ-3-別添 3-2-5「床ドレンライン浸水防止治具の

強度計算書（溢水）」に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

121 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

122 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

 

  

 

 

  

 

  

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

123 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

   

 

 

  

 

 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) スプリング式治具 

a. 評価方針  

スプリング式治具の評価を行う場合，以下の条件に従うものとする。  

(a) 構造上の特徴，発生を想定する溢水による静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を

考慮し，評価部位を設定する。  

(b) 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定する溢水による静水圧荷重を考慮し，評価

される最大荷重を設定する。  

(c） 評価に用いる寸法については，公称値とする。  

 

b. 評価部位  

評価部位及び評価内容を表 5.5－2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

124 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5.5－2 評価部位及び評価内容 

 

c. 強度評価方法   

強度計算の方法及び結果については，Ⅴ-3-別添 3-2-5「床ドレンライン浸水防止治具の

強度計算書（溢水）」に示す。 

 

(3) 閉止キャップ 

a. 評価方針  

閉止キャップの評価を行う場合，以下の条件に従うものとする。  

(a) 構造上の特徴，発生を想定する溢水による静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を

考慮し，評価部位を設定する。  

(b) 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定する溢水による静水圧荷重を考慮し，評価

される最大荷重を設定する。  

(c） 評価に用いる寸法については，公称値とする。  

 

b. 評価部位  

        評価部位及び評価内容を表 5.5－3 に示す。 

 

表 5.5－3 評価部位及び評価内容 

 

c. 強度評価方法   

強度計算の方法及び結果については，Ⅴ-3-別添 3-2-5「床ドレンライン浸水防止治具の

強度計算書（溢水）」に示す。 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

125 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

(4) 閉止栓 

a. 評価方針  

閉止栓の評価を行う場合，以下の条件に従うものとする。  

(a) 構造上の特徴，発生を想定する溢水による静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を

考慮し，評価部位を設定する。  

(b) 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定する溢水による静水圧荷重を考慮し，評価

される最大荷重を設定する。  

(c） 評価に用いる寸法については，公称値とする。  

 

b. 評価部位  

      評価部位及び評価内容を表 5.5－4 に示す。 

 

表 5.5－4 評価部位及び評価内容 

 

 

c. 強度評価方法   

強度計算の方法及び結果については，Ⅴ-3-別添 3-2-5「床ドレンライン浸水防止治具の

強度計算書（溢水）」に示す。 

 

5.6 貫通部止水処置 

(1) 評価方針  

貫通部止水処置の評価を行う場合，以下の条件に従うものとする。 

a. 構造上の特徴，発生を想定する溢水による静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を考

慮し，評価部位を設定する。 

b. 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定する溢水による静水圧荷重を考慮し，評価さ

れる最大荷重を設定する。  

c. 評価に用いる寸法については，公称値とする。 

 

(2) 評価対象部位  

評価対象部位及び評価内容を表 5－6に示す。 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

126 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

  

  

  

 

 

  

 

  

  

 

表 5－6 評価対象部位及び評価内容 

 

(3) 強度評価方法  

強度計算の方法及び結果については，Ⅴ-3-別添 3-2-6「貫通部止水処置の強度計算書

（溢水）」に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

127 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

 

  

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波への配慮が必要な施設の強度計算

の方針（Ⅴ-3-別添 3-1）の形式に合わ

せ個別の計算書で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

128 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

   

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

129 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

130 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

131 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

  

 

 

  

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

132 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

  

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

133 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 備 考 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の差異（溢水防護に係る施設の差

異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KK7 添-3-015-9 改 1(比較表) 
東京電力ホールディングス株式会社 

134 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7号機 備 考 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

   

 

    

   

 

    

 

 

    

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 適用規格  

適用する規格，基準等を以下に示す。  

・コンクリート標準示方書[構造性能照査編]（(社)土木学会，2002 年制定）  

・鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説-許容応力度設計法-（(社)日本建築学会，

1999 年改定）  

・鋼構造設計規準-許容応力度設計法-（(社)日本建築学会，2005 年改定）  

・各種合成構造設計指針・同解説（(社)日本建築学会，2010 年改定） 

・原子力発電所耐震設計技術指針 ＪＥＡＧ４６０１-1987 ((社)日本電気協会）  

・原子力発電所耐震設計技術指針 重要度分類・許容応力編 ＪＥＡＧ４６０１・補－

1984（(社)日本電気協会）  

・原子力発電所耐震設計技術指針 ＪＥＡＧ４６０１－1991 追補版（(社)日本電気協

会）  

・発電用原子力設備規格 設計・建設規格(2005 年版(2007 年追補版を含む。))ＪＳＭＥ 

Ｓ ＮＣ１－2005/2007 (日本機械学会) 

・建築基準法・同施行令  

・ＪＩＳ Ｇ ３１０１－2015 一般構造用圧延鋼材 

・ＪＩＳ Ｇ ４０５１－1979 機械構造用炭素鋼鋼材 

・ＪＩＳ Ｇ ４１０５－1979 クロムモリブデン鋼鋼材 

・ＪＩＳ Ｇ ４３０３－2012 ステンレス鋼棒 

・ＪＩＳ Ｇ ４３０４－2012 熱間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯 

・ＪＩＳ Ｇ ４３１７－2013 熱間成形ステンレス鋼形鋼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適用する規格の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




